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提案技術

コンポストプラントRA-X 
畜産現場で発生する悪臭の多くが糞処理現場から発生します。
その糞を無害化する過程の醗酵処理を悪臭が発生しない好気性醗酵を
持続的に容易に行うことを可能にした唯一のプラント。
特許取得、国連承認技術、スリランカ政府公認技術など公の承認を多く
取得している技術です。

国連承認
取得技術

有効微生物BX-1
天然素材で人畜無害で多くの実績を持つ微生物資材です。
国立大学で多くの動物実験を行い生体や環境に有益に働くことが実証
されています。
○悪臭の抑制
○サルモネラ菌等の病原性疾患の抑制
○ニューキャッスル、鳥インフルエンザ、口蹄疫等ウイルス性疾患の抑制
○免疫力向上

RA-X ,BX-1ともに京都議定書CDM事業承認取得
世界で最も取得が難しかった環境支援技術審査



循環農法の構築

飼料に配合

有機肥料を効率的に生産

田畑に利用

家畜、卵、穀物、野菜をブランド化！

環境改善で公害問題解決！

ブランド家畜の生産

付加価値野菜の生産

有機性廃棄物



生産効率を高める農産品生産方法の確立

○薬剤投与を抑えた生産方法

付加価値農産品の生産と流通確立

○有機農産品、有機規格加工品の生産

有機性廃棄物の処理方法と再資源化方法の確立

○大量のコンポスト化処理方法の確立

パラグアイでの需要



セミナー風景
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